
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○主体的に学習に取り組む生徒の育成
○家庭学習の充実

○ラーニングマウンテンを活用して単元
の見通しと振り返りを全教員(100％)実
施する。
○毎日の家庭学習を１時間以上する生
徒の割合を７０％以上

・校内研究の取組を実践し、全教師が授
業公開をする。
・発達段階や能力に応じた学習内容に
取り組ませたり、家庭学習の習慣化を図
るための手立てを工夫する。

・ ・ ・

学力向上C（草場）
校内研修（草場）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした生徒は８１％以上で
あった。

・各学年担当で、年間計画に沿って道徳
の授業を実施する。
・道徳に関するアンケートの実施
・生徒全員が人権作文に取り組む。

・ ・ ・
道徳教育推進（井邊）
人権・同和教育（山田）

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義・いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応をしていく。

・月末に全校生徒に「生活アンケート」を
行い、生徒の学校生活を把握する。

・ ・ ・

生徒指導主事（井邊）

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒８０％以上

・諸行事等で活躍の場を増やし、「じぶ
んログ」のコメントや学級通信で紹介し
たりし、自己肯定感を高めさせる。
・高校説明会や職業講話、職業体験、日
常の進路指導等を通して、生徒の進路
意識を高める。

・ ・ ・

進路指導主事（江川）

○（学校独自重点取組・任意） ○ ・ ・ ・ ・

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」
❺「健康を考えて行動できる能力の育
成」

❸「健康に良い食事をしている」児童生
徒８０％以上

❺「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを、自分の生活に活かしている」と
答えた児童生徒８０％以上

・９割以上が「朝食を食べている」と回答
している。
・家庭科の授業や給食時間を活用した
食に関する指導を行う。
・６月に「交通安全教室」を実施したり、
自転車点検、特にブレーキ点検や通学
路に関するアンケートで不憫な場所があ
ると関係機関に連絡をして対応してい
る。

・ ・

生徒指導主事（井邊）
食育（木谷）
給食（小宮）

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守。
〇月の時間外在校等時間が４５時間超
える職員の割合を７５％以上にする。
○部活動の複数顧問により負担が軽減
されていると回答した教員８０％以上
○長期休業中を中心に、年間８日以上
の年休を取得した職員が８０％以上

時間外在校等時間の上限を遵守するた
めに、ICTを活用しデータの共有、前年
度踏襲を見直し、誰が担当になっても適
切・かつ迅速に対応できるよう校務分掌
の見直しを行う。・定時退勤日・部活動
休養日を徹底する。
・部活動の複数顧問により、指導の負担
を軽減する。
・管理職が年休取得を推進するととも
に、声かけを行う。

・ ・ ・

教頭（大庭）

○会議・研修の精選 ○ICTを活用し職員会議・校内研修の内
容の充実と時間をこれまでかかっていた
時間から５分短縮する。

・年度当初に、職員の共通理解と共通
実践を確認し、伝達内容の重複を避け
る。

・ ・ ・ 教頭（大庭）
教務（山田）

●特別支援教育の充実
〇個々の生徒の障碍の状態等に応じた
授業内容や指導方法の工夫を計画的・
組織的に行う。全職員への周知徹底。

〇生徒理解に係る、生徒の実態と支援
の手立てについてのケース会議を学期
に1回以上。（生徒指導との連携）

・関係機関との連絡調整。
・スクールカウンセラーの活用。
・職員研修の実施。

・ ・ ・
特別支援教育C（木谷）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇主体的に活動できる生
徒の育成

〇各専門部の充実と地域や社会貢献活
動への参加

○地域や社会貢献を通して、自己有用感や達
成感を得られた生徒８０％以上
◎各部委員会や体験活動の充実させ、肯定的
な回答をした保護者８０％以上

・生徒会活動やボランティア活動、地域活動への積極
的に参加するような呼びかけや活動の工夫をする。
・小中連携をとり、行事活動を通して自己肯定感を高
める。

・ ・ ・
生徒会（吉野）

〇個別最適な学び

〇ICT利活用 〇校内タイピング検定合格者５０％以上 ・毎週月曜日の朝の時間タイピング練習
を行い、年に数回の検定試験日を設定
する。
・教師は教科の単元の中でICTを用いた
授業計画を行う。

・ ・ ・
情報教育（原）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 唐津市立湊中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全教師がラーニングマウンテンを活用し、授業公開を行ったことで意欲的に授業に取り組み生徒が増えた一方で家庭学習の時間が減少している生徒がみられた。
・毎日、「じぶんログ」の中に生活面の質問があり、何気ない回答にも教師が気にかけて声掛けをした。
・タブレット端末の更なる活用について、タイピング技能を身につけた生徒は75％で苦手意識を持っている生徒が全体の25％いた。
・地域活動・ボランティア活動においては、70.2％と主体的に募金を行うなど積極的に活動した。

２　学校教育目標 感謝・自立・挑戦

３　本年度の重点目標

１．生徒が「湊中」でよかった。（母校への誇り、充実した学校生活、進路保障）

２．保護者・地域が「湊中」に通わせてよかった。（生き生きとした子どもの姿、進路先確保）

３．教職員が「湊中」に勤めてよかった。（風通しの良い職場環境、職能向上）


